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今年度のエール論文を読んで、２つ「あれ？」と

思ったことがありました。

一つは、ひとり親の家庭の学生さんからの応募が

多かったことです。数えてはいませんが、例年に

比べて多かったのは確かだと思います。ひとり親

の家庭が急に増えるはずもないですから、なぜだ

ろうと思っていました。審査が終わって分かった

のは、岡山県外からの応募が例年以上に多かった

ことです。ここ２、３年ほどインターネット上の

メディアでこのエール論文の情報が流れるように

なったこともあり、全国の学生さんからの応募が

増え始めているようです。昨年度の巻頭言で書い

たのですが、応募する学生さんには、書いてみよ

うというよりも、書かなければいけないという強

い意志をもって応募される方が多くいます。ひと

り親の家庭の学生さんは、その思いが強いのかも

しれないと思いました。親の苦労を子どもは見て

いるのだなと改めて感じました。

もう一つ例年と違うことがありました。エール論

文にはその年々の世相や出来事が反映されること

はそれほど多くはないのですが、今年はコロナ禍

の中、苦労されている家族の様子を描く作品が多

くみられました。コロナが広く社会に影響を与え

ていることの表れだと思いましたが、特に医療従

事者を家族に持つ学生さんの作品が目につきまし

た。そういえば１、２年前の作品には、岡山の水

害の中、苦労されている家族を気遣う作品もあり

ました。エール論文は世相を表すんだなと思いま

した。

こういった作品を読ませていただくと、エール論

文をもっと多くの方々に届けたいと思うようにな

ります。この冊子に掲載できなかった多くの作品

の中にも、リアルで素晴らしいエピソードが描か

れています。また、「面と向かっては言えないけ

れど、」と前置きをして、論文の最後にはずかし

そうに感謝を伝える学生さんも多くいます。その

作品を埋もれさせず、共有できるよう、作品を匿

名化し、WEB に掲載しようと考えています。応募

作品が多いため、そういった作業は個人では難し

いことです。そこで、そういった作業をやってい

ただける企業さんがありましたら、是非、本委員

会に声をかけていただきたいと思います。

正直私自身、なぜこのエール論文に自分の時間を

投入するのかわかりません。ただ、言葉にはでき

ない何か大切なものがあるのは確かだと思ってい

ます。

ダイバーシティ推進実行委員会おかやま

会長  寺澤 孝文

（岡山大学大学院教育学研究科 教授）
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当実行委員会は、大学生等のキャリア教育や情報発信、
調査研究を通じて、家庭と企業双方の視点から男女共
同参画の推進や働きやすい環境づくりなどダイバーシ
ティの推進を行うことを目的として、岡山大学、一般社
団法人岡山経済同友会、岡山県で構成された組織です。

実行委員会構成団体

国立大学法人岡山大学
一般社団法人岡山経済同友会

岡山県

事 務 局 

株式会社ログーデザイン

「ダイバーシティ推進実行委員会おかやま」について

「仕事や家庭で頑張っている親へ今だから言えるあり
がとう。～子から親へのエール論文～」と題して、仕事
や家庭で頑張っている親に対して、泣いたり、笑ったり
したエピソードや親へのエールとなるメッセージを添
えて、働き方の多様性を主に家庭の視点から考えるこ
とを目的に、高校生・大学生等から論文を募集いたし
ました（2020年6月～ 11月募集）。

応募があった高校・大学等
岡山大学・大学院、香川大学、山陽学園大学、就実大学・短期大
学、成蹊大学、東京農業大学、ノートルダム清心女子大学、立命
館大学、早稲田大学、N高等学校、岡山県立矢掛高等学校、おか
やま山陽高等学校、学習院女子高等科、川崎市立高津高等学校、
渋谷教育学園幕張高等学校、湘南白百合学園高等学校、白百合
学園高等学校、創志学園高等学校、津山工業高等専門学校、徳島
市立高等学校、清心女子高等学校、一ツ葉高等学校、兵庫県立小
野高等学校、立命館宇治高等学校

選考は、岡山県内の大学関係者による審査会にて行いま
した。今年度は、昨年度に引き続き、岡山県知事賞、岡山

経済同友会代表幹事賞、岡山大学長賞、入選、本コンクー
ルを通じて多様性の教育推進に取り組んだ学校へ贈る
ダイバーシティ教育推進学校賞を選考いたしました。
2021年2月10日に岡山県庁3階特別応接室にて表彰式
を開催しました。

審査委員一覧（50音順）

岡山大学大学院教育学研究科
教授  片山 美香

山陽学園大学総合人間学部言語文化学科
教授 佐藤 雅代

就実大学大学院医療薬学研究科
教授  塩田 澄子（ 審査委員長 ）

岡山大学大学院教育学研究科
教授  寺澤 孝文

岡山大学大学院環境生命科学研究科
准教授  樋口 輝久

論文コンクールについて



岡山県知事賞
大学生部門

朝5時半、保健師の仕事で忙しい母の朝は「二種類ゆで
卵」から始まる。実習続きで家事免除の私と食べ盛りの
弟、そして健診者さんとの切れ目のない面談のために
外食などできるはずのない自分自身のため、3つのお弁
当を45分きっかりで作り終える。そして、7時出勤まで
の45分の間に、身支度から家事あれこれのすべてを終
えて、家を出る。外で仕事をする母親なら、みんなそう
いう大変なルーティンをこなすはずだといわれるかも
しれないが、それは違う。

「二種類ゆで卵」とは、朝まだ胃腸が完全に動いていな
い私や弟の身体に見合うやさしいとろとろの「半熟」。
そして、昼のお弁当用には衛生面と見栄えの良さをね
らった完璧な「完熟」。たった一個の卵にも家族への思
いやりを詰め込む心意気に頭が下がる。「いつもおな
じ」ということはとかく「ありきたり」「あたりまえ」と
思われがちだが、いつものとおり、こなし続けるすごさ
に圧倒される。計算してみれば、これまで約5000個を優
に超える数の卵を、茹で続けている母。生命そのもので
ある卵を扱う母の姿ひとつにも、私は深い愛とその愛
に生きる信念のようなものを感じずにはいられない。

おかあさん、
「毎日『今日も頑張ろう！』と言ってくれてありがとう」
おかあさん、
「毎日我が家の新聞配達員でいてくれてありがとう」
おかあさん、
「毎日の天気と傘の心配をしてくれてありがとう」
おかあさん、
「毎日法定速度ぎりぎりに車ぶっ飛ばして帰って来て
くれてありがとう」
おかあさん、
「毎日結末のない話をにこにこ頷きながら聞いてくれ
てありがとう」

21歳の私が、小学生の時と何ら変わらない「ありがと
う」を口にできるしあわせ。このしあわせを守ってくれ
ているのも母である。

今年、念入りに準備を重ねてきたカナダ留学をコロナ
のせいで断念せざるを得なくなった。出発予定日の数
日前までニュースとにらめっこ。結局、何とかコロナが
収束して飛び立てますようにという私の願いは叶わな
かった。どこにもぶつけられない怒りとともに、返金さ
れなかった留学費用の額面を見て、申し訳ない気持ち
でいっぱいだった。一日中休みなく働きながら家計を
工面し捻出してもらった尊いお金。そのお金を何一つ
生かすことができなかった申し訳なさに押しつぶされ
そうになった。「ごめんね、わたしのために」「ごめんね、
せっかくだったのに」と後ろ向きな言葉を繰り返す私
の話をうんうんとどこまでも聴いてくれた後で、母は
なんと、笑顔でさらりと「さて、じゃあ次はいつ行く？」
と言ってのけた。その母の言葉は、重りのついた私を、
ぽうんと次のステップへ向かわせてくれた。おかげで
今は、「じゃあ次は」の日を見据えて、この岡山の地で語
学や地域文化を知る勉強に励んでいる。その姿を一番
に応援して、喜んでくれているのもやはり母である。

ひとはしきりに＜仕事＞と＜家庭＞の両立とか＜ライ
フバランス＞という言葉を使いたがるが、母にとって
は、仕事も家庭もすべてがごく自然に自分に繋がって
いて、出会った一人ひとりと共に生きることがそのま
ま自分を生きることになっているのではないか。母親
であるからとか保健師であるからという使命感でも自
己犠牲でもなく共生の深い喜びの中で生きているから
こそ、あんな風に心の底から嬉しそうに笑えるのだろ
う。作り物でない本物の笑顔を持つ母は、これから社会
に出ていく私にとって、そのまま新しい希望の道であ
る。私もどんな時も誰かのためにささやかでも温かい
思いやりと頑張りを積み重ねられる人になりたい。

ゆで卵を食する日本の文化は、江戸時代から途切れな
く続く。大げさに言うなら、母はその歴史を小柄な体と
小さなホウロウ鍋で受け次ぎ、毎朝愛のゆで卵をつ
くっている。このささやかな幸福を更なる未来に繋げ
るべく、私がここにいる。今日もまた完璧なゆで卵。心
から感謝して、「いただきます」。

「いつもの朝にいつものありがとう」　

ノートルダム清心女子大学 3年 白神 ひかり



岡山県知事賞
高校生部門

平仮名を覚えたての私が書いた手紙を一生懸命読んで
くれ、嬉しそうに「ありがとう」と言って抱きしめてく
れた母。しかし、今考えると、母にとって娘からの初め
ての手紙を読むことはどんなに大変なことだったか、
私には想像することができません。

私の母は文字が読めません。文字が習得できない障害、
いわゆる読字障害者なのです。我家は母子家庭で、母と
子ども2人の3人で生活し、学校に出す書類など、全て
子どもを通してのやり取りです。

15年前、あるテレビ番組で「読字障害」を知った母の友
人の勧めで、母は病院に行き、そこで初めて正式に読字
障害だと診断されました。それまでの母は、幼い頃から
授業で板書されたことがノートに写し切れず、やる気
がないと思われたり、やっと解いたテストの答案用紙
には先生から赤いペンで「勝手に漢字を作らない」「あ
なたのイメージで文章を読まない」とコメントが書か
れ、自分は頭が悪いと思い込んでいたのです。

私の小学校時代は、「お母さんには連絡するけど、プリ
ントも渡してね」と先生に言われ、どうして私の母だけ
に電話をするのか不思議でした。その上、先生から特別
扱いされているとクラスの友達から言われることも嫌
でたまりませんでした。そんな私の思いとは違い、母は
いつも明るく前向きです。学校行事や保護者会には他
の誰よりも積極的に参加し、「体力には自信があるか
ら、何でもしますよ」と言っては、みんなが嫌がるよう
な力仕事でも笑顔で引き受け、周りにいる男性陣を
びっくりさせます。家族で出かけた時も分からないこ
とがあれば、周りの人に声をかけ、不安なことや疑問に
思うことがあれば、母の言葉と行動力で解決するので
す。誰とでもすぐに仲良くなれる母のコミュニケー
ション能力にはいつも驚かされます。そして、どうして
そんなに明るく前向きになれるのか聞くと、

「障害があるからと言って、悩んで立ち止まるより、笑
顔を忘れないことが大事。困ったら助けてほしいと言
えば、誰かが助けてくれるから、皆を信じて前に進まな
きゃ‼」

と、母は言うのです。そして、何事も諦めるのではなく、
助けを借りてでも乗り越えようとする力が必要だと話
してくれました。

体を動かすことの得意な母は、今仕事でトラックを運
転し、家の解体作業に携わったり、事務仕事ではパソコ
ンを使って資料や報告書を作っていますが、間違いが
あるかどうか見直すことはできません。しかし、障害を
理解してくれる仲間に囲まれ、助けられながら母は笑
顔で仕事が続けられているのです。障害があっても、そ
れを理解してもらえるように笑顔で生活することと、
周りの人の障害への理解と協力が必要なのだと、母を
見ながら思うようになりました。

日本では、読み書き計算ができなければ「立派な人間で
はなく、仕事もできない」という固定概念がまだ残って
います。しかし、読み書きができなくても、持っている
才能を活かし、得意な分野で幸せに生きようと努力し
ている人もいます。障害を理解してくれる人が一人で
も増えれば、障害を持った人の魅力や可能性を無限に
広げることができると私は思うのです。

将来私は、障害について学べる医療系の大学に進学し、
文字や数字が読めない人の力になりたいと考えていま
す。そして、母のように、読字障害があっても適切なサ
ポートがあれば、持ち味を生かしながら活躍できるこ
とを知ってもらい、誰もが輝ける社会を目指したいの
です。障害を理解し、互いを認め、尊重し支え合える社
会の実現を信じて、私はこれからも前に進んでいきた
いのです。

口下手な私は、この想いを母に伝えたことはありませ
ん。だからこそ、母に宛てたこのエール論文で文字に想
いを込めるだけではなく、私の声に想いをのせて母に
届けようと思います。そして、普段は恥ずかしくて伝え
られない想いをこれからは言葉と声を通して伝え続け
ます。 

声に想いをのせて

おかやま山陽高等学校 2年 棗田 珠音



岡山経済同友会代表幹事賞

私には、三人姉弟を育てる、シングルファーザーの父が
います。約六年前に母を病気で亡くしてから、祖母をは
じめ色々な人から協力や助けを得ながら暮らしています。

父は「今の仕事だったら家族の時間が取れない」「学校
などのことで簡単に休みが取れない」という理由で長
年働いていた職場を退職し、今は祖母が経営するデイ
サービスの施設で働いています。転職してからは、それ
まで朝一番に家を出て、一番遅くに帰っていた父が、朝
は私たち姉弟が学校に行くのを見送り、夕方私たちが
帰るともう家にいて、「おかえり」と出迎えてくれます。

六年前までは、「昭和のお父さん」という感じでした。私
たち姉弟が悪いことをすると叱ったり、遠出の時は
ずっと運転をしてくれたりしましたが、家庭のことは
母に任せっきりというスタンスでした。だから、最初の
頃は仕事と育児に加え、慣れない洗い物や洗濯、掃除な
どの家事をこなしていかなければならないことに、か
なりストレスがあったと思います。

また、学校関係においては、それまで入学式と卒業式ぐ
らいしか行っていなかったのですが、母親の出席が多
くを占めるであろう保護者会から授業参観、個人懇談
まで、母が行っていたことをすべて担ってくれるよう
になりました。私たち姉弟も約六年の時を経て成長し、
できることも増え、家事などを行うようになりました
が、当時は違いました。父は大切な人を亡くした悲しみ
で心や環境の整理もついていないうちに、こなさなけ
ればいけないことが積み重なっていって、心身ともに
いっぱいいっぱいだったと思います。しかし、私たち姉
弟には、そのような素振りは全くと言って良いほど見
せていませんでした。

このようなことを考え出してすぐに弟の誕生日があ
り、家族で焼肉を食べに行きました。その日までは父を
意識して見ていなかったのですが、意識して見てみる
と、「お父さんってこんなに笑顔だったっけ」「以前より
も口調や声のトーン、表情が優しくなった気がする」と

思いました。その後、父に「やっぱり一人で三人を育て
るのって大変？」と聞きました。すると父は、「そりゃ
あ、もちろん大変だよ。でも、助けてくれる人たちがた
くさんいるし、三人がいてくれるだけで十分だよ。」「最
初は他人から『あの子の家庭には母親がいないか
ら・・・』と言われないようにと思っていて、少し気が
立っていた。でも、今は少し心に余裕ができているよ。」
と言いました。それを聞いて、「そうだったんだ。私には
想像もできないプレッシャーや苦悩があったのかな」
と思いました。それと同時に、今はまだ迷惑や心配をか
けていて、父に動いてもらわないといけないことがほ
とんどなので、早く自立して安心させて、今までの感謝を
倍にして返せるように親孝行をすると心に決めました。

世の中には、私の父のようなシングルファーザーの方
やシングルマザーの方は、大勢いらっしゃいます。その
中には、環境に恵まれていて、たくさんのサポートを受
けながら暮らすことができる方もいれば、なかなか良
い環境に恵まれず、常に苦悩を抱えて暮らしている方
もいると思います。そのように、それぞれの家庭には、
それぞれの形や環境があります。

日本人の特性なのか、手を差し伸べることに対して恥
じらいを持ったり、手を差し伸べた人に対して陰口を
言ったりする人が多くいると感じることがあります。
そのような人がいる限り、ダイバーシティを実現する
ことは不可能だと思います。一人ひとりが考えを改め
たり、価値観を広げたりすることが、ダイバーシティ実
現への近道であり、一番の策です。私は、家族や家庭に
「普通」はないと考えています。これまでたくさんのサ
ポートを受けて、良い環境で暮らさせてもらった分、助
けを求めている人がいたら、できる限りのサポートを
していきたいと思っています。

「わたしのお父さん」

津山工業高等専門学校 2年 牧野 あやの

高校生部門



岡山大学長賞

私が母に教わった初めての家事は「料理」だった。私の
母は料理が上手で、母のように料理を作ることができ
るようになりたいと小さな頃から思っていた。母にそ
の思いを伝えると、「そんなに上手くないよ」と謙遜し
た。そして、小学校中学年の頃から私は母と夕飯を作る
ようになった。はじめは包丁を握って簡単な下ごしら
えしかできなかった。しかし、さすがは料理上手な母
で、教え方もとてもうまかった。私の料理の腕は見る見
るうちに上達し、小学校を卒業するころには、自分で料
理一品を任せてもらえるほどになった。私の料理の様
子を見て母は「もう教えることなくなったね」と言っ
た。その顔はとても安心しているように見えた。

中学校にあがり、私は母と夕飯を作るのを分担するこ
とになった。週に四回私が夕飯を担当し、週に三回母が
担当するという、母より私の方が多く分担するという
やり方になった。母は私が夕飯を手伝ってくれること
にとても感謝をしてくれた。朝、昼、晩と料理を作るの
は大変なんだなとそんな単純な思いしか、この時はな
かった。夕飯の分担は私が高校を卒業するまで続いた。

大学生になって、私はアルバイトを始めた。そのため、
夕飯を全く作ることができなくなってしまった。アル
バイトをすることに母は反対をしなかった。自分のた
めにお金を稼ぐことは悪いことではないし、社会勉強
のためにもやって損はないと快くアルバイトに賛成し
てくれた。この時の私には罪悪感があった。いつも手
伝っていた夕飯を全く作ることができなくなることで
母を困らせてしまう、母に大変な思いをさせてしまう
のではないかと心配になった。しかし、アルバイトも自
分のためにしたかったことは事実であり、母の賛成も
あって私はアルバイトをすることにした。

アルバイトを始めて、私は夜遅くに帰ることが多く
なった。夜十時過ぎに家に着くような電車に乗り、駅か
ら家までは車で送り迎え。その送り迎えも母がしてく
れていた。家に帰ると母が作った夕飯が準備されてい
た。その料理を見て、「なんだ、私がいなくても料理は大
丈夫なんだ」と私は思った。その次の日もまた次の日
も、母は私に夕飯を準備してくれていた。母は一言も私

に夕飯を作ってほしいと言わなかった。だからか、私は
アルバイトを優先するような生活をしていた。

アルバイトをし始めて一か月くらいが経ったとき、い
つものようにしてくれる送り迎えの車の中で母は言っ
た。「もう料理は作らないの？」と。その一言に私は少し
怒ってしまった。今まで何も言わなかったのに、なんで
今になって言うのかと思った。母は静かに答えた。「娘
のやりたいことはなんでもやらせてあげたいから、今
まで何にも言わなかった。でも、やっぱりあなたの夕飯
がお母さんは食べたい。あの時はほんとにお母さんは
助かってたんだよ」と。それを聞いて、私は少し泣いて
しまった。何も言わなかったのは私のためで、私のため
に我慢してくれていたことを知った。本当は毎日夕飯
を作ることにストレスを感じていたのかもしれない。
それを気付いていなかったのは私で、何も知らなかっ
たのは私の方だと、心が痛んだ。そして母は私の夕飯を
いつも楽しみにしてくれていて、私の夕飯が母を助け
ていた。私はごめんと謝った。母は謝る必要はないと
言った。だけど、私は謝ることしかできなかった。その
やり方でしか、母に思いを伝えられないと思ったから
だ。母は少し黙って、口を開いた。「じゃあ、週に一回でい
いからあなたが夕飯を作ってね」と言った。私は頷いた。

それから、私は週に一回、夕飯の日を設けている。アル
バイトも大事だと母は言ってくれたので、どちらも両
立できるようにアルバイトの数を少し減らした。母は
嬉しそうに私の夕飯を食べる。私の料理は母を助けら
れる。その事実が私は嬉しかった。これからも私は夕飯
を作り続けようと思う。母の笑顔がみたいから。何より
母を唯一助けられる自分の武器として。料理を作るこ
とはいつか誰かを救うことにつながる。私はそう思っ
ている。

母を助けた私の料理

山陽学園大学 2年 三宅 萌未

大学生部門



山路を登りながら

岡山大学長賞

あなたのために

兵庫県立小野高等学校 2年 日髙 愛香

高校生部門

父は、20年以上前から持病を患っている。発病したとき
私は生まれていなかったので、物心がついた頃にはすで
に長期の入院と退院を繰り返し、職も転々としていた。
今思えば幼い頃の父の記憶があまりない。パパっ子だっ
たはずなのに。…パパっ子……そういえばそんな時期も
あったなと思う。

父の持病は鬱病だった。しかしそれを知ったのはここ数
年の話で、「鬱」なんて言葉を理解できない幼かった私
は、父の苦しみ、父の置かれている状況を長い間何も知
らずにいた。

度重なる父の長期休暇や転職で生活にもゆとりがなく
なり、母は兄が小学2年生になった時期に働き始めた。そ
の頃私はまだ3歳だった。1日の大半を保育園と祖父母宅
で過ごす毎日は、今振り返っても楽しかった。そしてそ
れは、寂しさに勝る愛情を、祖父母がかけてくれていた
からだと今になって気付く。しかし色々なことが理解で
きる年齢になり、友達の家に行ったり話を聞いたりする
たびに、私はある思いを抱かずにはいられなかった。
“羨ましい”
私の中に芽生えたこの感情は、憧れではなく、心の叫び
に近い。

自分の周りに存在する家族はみな、どこか我が家とは
違っていて、暖かさがあった。そして家族の輪が保たれ
ていることが痛いほどに伝わってきた。それに比べ我が
家は、共働きの開始を機に家庭内の雰囲気は悪化して
いった。会話らしい会話も消え、母の疲れ果てた顔とま
るで廃人のようになってしまった父の姿を見ることだ
けが増えていった。そのとき私は、父を恨んだ。あんなに
大好きだった父を恨んでしまった。父がこうならなけれ
ば、母があんなに苦労することも、私が辛い思いをする
こともなかったのに。そこから私は一方的に、父に対し
て冷たい態度をとるようになる。父の病気のこともまだ
十分には知らなかったのに。

それから数年、父の病気について理解できるようになっ
てからも、私は父への接し方を変えることはできなかっ
た。むしろどんどん悪化していたようにも思える。その
時の父の気持ちは計り知れない。そしてそれを裏付ける
かのように、父の入院スパンはどんどん短くなっていっ
た。それでも父は、仕事復帰をした。何度でも何度でも、

どれだけ時間がかかっても、父は自らが立ち上がること
をやめなかった。

父の話では、最初に勤めていた会社では、復帰後は営業
などを行う総合職の地位のまま一般職へ移り負担を軽
減してもらい、また今勤めているところでは、時短勤務
や、負担の大きい窓口業務ではなく、接客業務のない事
務所内での勤務に代えてもらったという。そんな企業側
の支援や周りの人々のサポートで、父は今日も、持病を患
う以前と同じように社会人を続けることができている。

父の絶え間ない努力と企業側の支援を知り、胸が熱く
なった。年相応に出世し、地位や名声を手に入れること
が本当の働くことの価値なのだろうか。きっとそうでは
ない。父は、レールの上の台本通りの人生の代わりに、も
う一度上を向いて生きることの意味を見つけたのだ。
“働くこと”はどんな形だっていい。父は父のペースで、父
の働き方で、今日も私たちの暮らしを支えてくれている。

私の兄は、コロナ禍による就職氷河期の真っ只中、いく
つもの挫折を乗り越えて夢を掴んでみせた。かつての父
と同じ職業だ。そして数社貰っていた内定の中から、父
の勤めていた会社を選んだ。持病のせいで泣く泣く歩み
を止めてしまった道を、これから息子が歩んでゆくのだ。
“働くこと”を通した兄なりの親孝行なのだろう。兄の顔は
希望に満ちている。我が家にも一筋の光が差し込んだ。

次は私の番だ。
幼い頃から、経済的な面からも、家から通える大学に
行ってほしいと言われてきた。しかし私が魅力を感じた
のは県外の大学だった。父にも母にもこれ以上の負担を
かけたくはない。諦めようかと思ったとき、母は言った。
「子供は親の生き甲斐。やから子供のことは何だって、親
にとってのやり甲斐。」

今は、その言葉に甘えてもいいだろうか。父と母からの
エールは、いま私の最大の力になっている。だから私か
らは2人に感謝を伝えたい。

お父さん、お母さん、働くあなたたちの背中は本当に
かっこいい。2人を心から尊敬しています。胸を張って自
慢できる最高の両親です。だから私も進み続けます。あ
なたたちと抱き合い、喜びを分かち合える日まで。



入  選 ダイバーシティ教育推進学校賞

ノートルダム清心女子大学 2年

上野 未結

早稲田大学 1年

桐生 莉緒

おかやま山陽高等学校

創志学園高等学校

津山工業高等専門学校

清心女子高等学校

(50 音順 )

大学生部門

湘南白百合学園高等学校 1年

五十嵐 咲絢

高校生部門



Ӫ�《穈ⰻ㺁
չ⫴ֹ倯ך何ꬠպ》ח穈ծ⫴ֻ倯ך㡮����⟝⟃
♳꧊ג䕎ׅדֿהְג׃חկ肪⯢⠅噟כ�娕ת
ծ➜隊⠅肪⯢儗瀉ⵖ䏝ָ֮דת✪ծ㼭㷕吤�䎃欰穄ד
噟כ�䎃⼱דתծ➜隊儗瀉ⵖ䏝כծ�䎃דתⵃ欽תֹד
ׅկ㦄㫳ךהֿ׃歍ָ֮⳿׃㜥さծⵃ欽ֹד
ⵖ䏝٥窌➰׀ך周ⰻ⦐ⴽׅתְג׃חկתծ㹺做ך
➜隊גְאח湱锑ָ֮㜥さず圫ׅדկ肪⯢⿹ן
➜隊⠅噟⚥ך耵㆞פծ嫣剢鿇ⰻ㜠װ㷕统项俱瘝鷏ծ
䠬䟝װ鵚屣㜠デ鵤⥋ׅתְג׃הװךוזկ
ջ➬✲ה肪⯢ך⚕甧ռׅׅוז✲噟⚺ג׃הծ䀤
㿊源ⰻד剑ⴱחջֻ٦ؙوռך钠㹀׃תֽ」
؋ؿ甧䱿鹌⟰噟邌䕤⚕ծ����䎃䏝ջ꧍欽㖱瘝٥תկ
♧䎃Ⰻ㕂㈓ךծד噟鿇ռ⟰٦ٔسٖٝؿ٦٥ٔى
ծ����䎃תկ׃ת׃颣」欰⸤⫴㣐茼⮚葺颣⾨ך
�剢ջ٦ؙوֻشثٓفռך钠㹀׃תֽ」կ
Ӫ�✲噟ⰻ㺁
䀤㿊源ⰻד��♰⚅䌒穈籼桦��ך穈さ㆞ׁפ㸓ꂁ✲噟
կׅתְג׃⣘窌굸俱ㅷ٥傈欽ㅷ瘝ג׃鸐䏄莧✲噟װ
状爷✲噟ծⰟ幥✲噟ծ偆遤瘝أؽ٦؟ך噟遤ֲ筨さ欰崞ꟼ
鸬穈籼ג׃ה崞鬨ׅתְג׃կ
63-խXXX�PLBZBNB�DPPQ

生活協同組合おかやまコープ

♳ִ׃ר钠㹀鏾❛➰䒭
♴倜Ⰵ⼿耵㆞

Ӫ�《穈ⰻ㺁
ٔך٦رُءحٖؿ鏣㹀խ嫣鹈宏刑傈حٖؿٔ
կׅתְג׃鏣㹀ה٦ر٦婍噟ظ٦رُء
Ύ瀉儗ⵖ䏝խ弫娕ח麦ׅךדת㶨⣘균
肪ׅ㜥さכ�傈���ⴓծ弫娕ַ㼭㷕吤䎃欰䎃
䏝劣ךדת㶨⣘균肪ׅ㜥さכ�傈��ⴓꣲ䏝ח
㽟噟儗瀉簭ֹדⵖ䏝ָׅ֮תկ
Ώ肪⯢⠅耵罏❛崧⠓խ䎃�㔐肪⯢⠅耵罏ח㼎ג׃ծ爡
ⰻワ濼✲갪ךⰟ剣װ肪⯢⠅耵罏ず㡦ך䞔㜠❛䳔ך❛
崧⠓㹋倵ׅתְג׃կ
ΐָ屚洽ך✲➬ה⚕甧佄䴂ⵖ䏝խ㸣屚ךך屚
洽ֲ״ֽ⫴ָזֽ」ծ屚洽鎘歗חさגׇ㽟噟
儗瀉簭ֹדⵖ䏝ָׅ֮תկ
Αֿו錁傈խ㢙⠅劍ח䖞噟㆞ך㶨⣘ָ鋵ך
耵㜥✲➬װ鋅㷕ֹד堣⠓䲿⣘ׅתְג׃կ
Ӫ�✲噟ⰻ㺁
䔲爡כ募歊醡⡲䨽ؚٕגְֶחف٦ծ獳⹛⡤鸐⥋堣㐻䋐㜥
رկ剑倜ꨵ㶨ׅד銲欰欵䬿挿⚺ׅהزح٦ةٝ؎ً
պָזאչהծג鸐ׄהֿ鏣鎘٥⣘窌ׅأ؎غ
爡⠓ך㹋植ח顀柃ׅתְג׃կ
63-խDPSQPSBUF�NVSBUB�DPN�KB�KQ�HSPVQ�PLBZBNBNVSBUB

株式会社岡山村田製作所

♳ֿו錁傈
♴肪⯢⠅耵罏❛崧⠓

「仕事と育児や介護の両立」「少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少」

「ニーズの多様化」など、それぞれのライフスタイルは本当に様々です。

自分のライフスタイルにあった働き方を見つけるためには、

まずどんな「働き方」があるのかを知ることはとても大切です。

この冊子では、働き方改革や働きやすい職場環境づくりに取り組む

企業9社の事例をご紹介いたします。

企業選びや社内改革のヒントになれば幸いです。

9
多様なライフスタイルを
支える働き方や
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ٝك؎չװպֻבչ㡰㜥ֹד㹋䠬涯ׁך✲➬
׃䱿鹌何ꬠֻב➂ծג屟חو٦ذך歗պ瘝⟰ز
կׅתְג
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⚥㕂㖑倯ח�䏄莧㾜ְג׃㖑倯涰顈䏄ׅדկ
ջֲ֮הָռָ ر䠬⹛׃זגˑֶך㖑㚖♧殢ס֮
鷄実կ涰顈ֻב䏄莧ךծ㖑㚖㺘滠㘗ג׃湡䭷˒ز٦ػ
䏄✲噟⚥䗰ח㢳圫ف٦ؚٕז⟰噟㾜ׅתְג׃կ
63-խXXX�UFONBZB�DP�KQ�KJOKJ�

株式会社天満屋

上：天満屋岡山本店外観と「くるみん」マーク
下：社員の働くイメージと「えるぼし」マーク

Ӫ�《穈ⰻ㺁
䔲爡כ爡⠓铬겗ד$5*鍑寸ׅչػ5$*ٍٕء٦ا
կׁׅתְֹג׃ׂպ،صؔ؎ װ㹏圫ֶזתׂת
㖑㚖ֶחؤ٦صך䘔ִכחְֻג׃ծ爡㆞מהמ
ծׅה崞ַֿׅ⣣⦼錁װ⸃腉ךה ؎تˑז
կ㥍ׅד〳妀♶ָ˒ّٝآ٦ؙٕٝ؎؍ذء٦غ
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崞ח穗㌀װ噟ג׃ה⦼⣣պְָչזⰻ涸ז
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儗瀉ծךך隊➜٥⯢肪װծ㖈㸓ⵖ䏝ת
ⵖ㹋植ׅ倯ֹ⫴ז厫鮾ךוז⠅内ٝٓفؿ؎ٓ
䏝ח⸇ִծչ爡ⰻ٦ؙٕٙـتպ瘝ծ爡㆞آٍٖٝثך
ˏ괏㕼钠ˎדהֿׅ׃䘔䴂ծ䖓䬃ד穈籼Ⰻ⡤
ꅕ䧭׃ծ㢳ֻך爡㆞ָ琎噰涸ֹדآٍٖٝثח鰵
կׅתְֹג־䎢
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穈さגׇծ㿊琎ׅ爡⠓铬겗ֶ㹏圫חהה鍑寸׃ծ
ׅתְֹג׃ⶼ鸡劢勻ؙؙׅٙٙה
63-խXXX�OUU�XFTU�DP�KQ�EJWFSTJUZ�

♳男性社員の育児参画に向けた取り組み
♴働く場所の選択肢拡大を目的としたサテライトオフィス

西日本電信電話株式会社
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ꟼ⤘ֻזծչꞿֻ㸜䗰ג׃⫴ֹ崞鬨ֹד耵㜥橆㞮պ
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㹋倵կծ湱锑佄䴂✲噟ي٦مف٦ؚٕג׃הծꟼ鸬✲噟ָ֮
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�����կխׅתְג׃ה٦زحٌպה
63-խXXX�NFJLPVLBJ�����DPN

社会福祉法人明光会

♳㥍䚍盖椚耵٦ت٥ٔ٦㢳ֻ㖈硂㥍䚍ָ崞鬨⚥
♴如⚅➿ٔ٦ت٦肪䧭灇⥜ך圫㶨

Ӫ�《穈ⰻ㺁
װ崞欽ך䱿鹌㖈㸓ךأٝٓغؿ؎٥ٙ٦ؙٓ
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帾椚鍑ךפ䱿鹌俑⻉涸胜兝ך؍ذء٦غ؎ت٥
׃ה湡涸הֿע㷕ٕ؎ةأך✲➬ךծ湱䩛
⪵կֶ灇⥜պ؍ذء٦غ؎ت٦ٍثչٕؕ
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Ӫ�✲噟ⰻ㺁
傈欵כ⚅歲ך��㕂ח欰欵䬿挿䭯ծ���ַ㕂⟃♳ח顋㡰笨
荈⹛鮦ً٦ؕ٦կؔזٕغ٦ؚٗא䭯 爡זسٝ؎وٝف٦
괏הծ耵⡘ךّٝءؙإװ単馉ִגջ״葺ְؙٕو鸡ռ
կׅת橆㞮ָֹ֮ד遤⹛חך
63-��XXX�OJTTBO�HMPCBM�DPN�+1�$0.1"/:�%*7&34*5:�3&$0(/*5*0/�

♳爡ⰻ鎶⯢䨽ו٦ת�
♴⫴ֹ倯يؐآهٝء

日産自動車株式会社
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株式会社ミスターサービス 

♳س٦ؕأؙٝ؟
♴س٦ؕزٝ؎ه

ダイバーシティ推進実行委員会おかやま

䔲㹋遤㨻㆞⠓כծ㣐㷕欰瘝ٍٔؗך،侄肪װ䞔㜠涪⥋ծ
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